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COVID-19以前は、感染症危機管理といえば、ほぼイコール「実地疫学」という
学問分野を指していた。日常のサーベイランス活動の中で、感染症の異常な発生
を検知し、すぐさま現地に調査に向かい、原因を突き止め、介入し、制圧する。
この一連のフローが感染症危機管理のコアであることは今も昔も変わらない。し
かしながら、少々前であるが、2014年の西アフリカにおけるエボラ出血熱の流
行、そして今回のCOVID-19は、大規模な公衆衛生緊急事態に対して、膨大な情
報の処理やリソースの動員を迅速にかつ効率的に実行するためのロジスティクス
を含めたオペレーションの管理が極めて重要であることが認識された。さらに、
緊急事態における迅速な医薬品・ワクチン開発の準備・実行や法整備、訓練・演
習、コミュニケーションなど、感染症危機管理という分野も、より広くその全体
像を定義して考える必要がある時代になった。
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が感染症法上の５類感染症に移行し、
インターパンデミックの時代に入った今、感染症法や新型インフルエンザ等対策
特別措置法の改正が行われ、新型インフルエンザ等対策行動計画の見直しが進め
られ、次のパンデミックに向けた準備の方向性が概ね定まってきたと言える。危
機管理のサイクルの中では実際に対応にあたっている期間が最も目立ち、長く感
じられるものだが、実際には事前準備の期間の方が遥かに長い。しかしながら、
その長い準備機関に人々の関心は衰え、リソース（ヒト・モノ・カネ）は減少し
ていくばかりなのが実情である。莫大なリソースがつぎこまれたパンデミック体
制の余韻が冷めぬうちに、平時の体制を底上げし、維持向上を図るかが重要であ
る。今後、準備期の計画をいかに着実に実行できるかによって、次のパンデミッ
クにとりうる選択肢が決まってくる。行動計画は作ったところで終わりではない。
この内容が広く理解されて実行されることが重要である。本講演では、この新た
な政府行動計画と事前準備の考え方について議論したい。
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